
令和４年度 大阪府立福井高等学校 第２回学校運営協議会 

 

日 時 令和４年 11 月 16 日 10 時 00 分～11 時 00 分 

場 所 本校校長室 

 

内 容 

１ 校長あいさつ 

 ・本校の近況と大阪府教育振興基本計画について 

２ 運営協議会委員・事務局員紹介 

 （省略） 

３ 事務局より報告 

・現状と課題 

 令和4年11月8日の大阪府教育委員会会議の内容(高

等学校再編整備計画)を受けて、本校の現状(在籍生徒

数・通学範囲の特徴ほか)と課題を分析。 

課題への対応として授業内容や広報活動(説明会の実

施状況、中学校への訪問や連携など)について説明。 

・スクールミッション 

新しい教育振興基本計画に基づく本校のスクールミッションについて説明。 

「夢・発見・実現」を校訓とし、総合学科で「ドリカム」授業をコアカリキュラムとして長年取り組んできたことを、日本語指導・多文化共生であること

も生かして策定中。キーワードとしては「小さな総合学科」・「地元茨木で豊かに暮らす」（図参照）。 

・令和５年度「小さな総合学科」に向けて 

 募集生徒数が４学級規模となったこと。通学生徒の大半が茨木市北部とその周辺の生徒であること。日本語指導生徒が全校の１割以上いること。以上を基

に、総花的な総合学科ではなく、生徒の現状とニーズを踏まえた「小さな総合学科」を展開し、地元茨木を中心にした場所で社会貢献し、いろいろな意味で

豊かに暮らすことを目標にする。 



４ 質疑応答（委員のご意見） 

○ 校訓は不変とは限らない。時代とともに必要なことは変わる。いま生徒に必要なことを認知度も高い「夢・発見・実現」で校訓とされること、良いと思

う。あわせて、他にもスクラップ＆ビルドをすること。同じ範疇の内容のものであれば、より必要なものを採って行くこと。 

○ 募集停止を「機能統合」というのなら、福井高校が果たしている機能を統合できる相手はあるのか。地元との結びつき、また日本語指導・多文化共生のこ

と。福井高校の意味は人数の多少では測れない。 

○ 少人数であることは、ひとり一人に目を向けられる環境があるということで、また実際そうだと思う。いい学校だともっと発信して欲しい。 

○ 地元との関係が濃いことをさらに深めていって欲しい。たとえば中学校では「職業体験」を実施している。高校ではそれが「保育実習」という授業に繋が

っていくなどしていると思うが、そのように中学校での体験が高校ではさらにバージョンアップして体験できるようにしていければと思う。たとえばボラ

ンティア体験など活用できると思おう。中学校でのことが高校で深まるようお願いしたい。また中学生が高校により関心を持つように、福井高校の特徴や

魅力を中学生に伝えに来て欲しい。日本語指導の生徒が多文化共生の様子を話に来てくれるとか、ドリカム授業で学んだことをゲストティーチャーとして

話すとかなどもして欲しい。 

○ 校訓や目標を、生徒にどうわかりやすく伝えるかを考えて欲しい。たとえば、いろいろな意味で、入学したときからしんどい生徒もいるはず。そのような

生徒には最初に「この学校はあなたを卒業させるつもりだよ」が何より伝わらないといけない。そのために朝～夕の生活リズムが必要なこと、まず毎日遅

刻せずに来てねと指導が始まっていくことが伝わらないとうまく行かない。「遅れたらダメだ」「…それでは進級・卒業できない」と都度指摘指導するこ

とではしんどい生徒への成果にはつながらない。障がい者就労・ジョブコーチ、また困窮支援など、いろいろな支援制度もある。種々の困り感についての

支援の用意もあるので、地元との連携をもっとどうぞ。頼ってきてください。 

○ 高校生と地域の人が自然と交われるような常時の場もできればいいと思う。高校の中に、常時地域の人が入れるような場所を作れないだろうか。コロナ禍

で人が集まれる場所が減った。無くなってしまっている。高校が市民の居場所となり、またそこが市民と高校生が交流できる場所になったらいいと思う。 

 


